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	応用
	抗原情報
	背景
	アメフラシRas関連ホモログ（ARH）はRho遺伝子とも呼ばれ、小さなグアニンヌクレオチド交換（GTP/GDP）因子をコードするRAS遺伝子スーパーファミリーに属します。ARHタンパク質は、ARHGDIAなどのGDP解離阻害剤との相互作用により、不活性なGDP結合状態を維持できる可能性があります。
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	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	Jurkat (1)、HeLa (2)、NIH3T3 (3)、C6 (4)、K562 (5)、およびCOS7 (6) 細胞溶解物に対するARHGDIAマウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	ARHGDIAマウスmAb（緑）を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	ARHGDIA マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HeLa 細胞のフローサイトメトリー分析。

